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平成26年度決算報告
照会　財政課　☎０５３７�１１１２

歳入 163億6,293万円

歳入
163億
6,293万円

市税（49.7％）
81億3,027万円

分担金・負担金（0.8％）
１億2,499万円

使用料・手数料（1.5％）
２億4,511万円

繰入金（5.3％）
８億5,960万円

国庫・県支出金（21.7％）
35億4,498万円

市債（0.2％）
3,800万円

地方譲与税・交付金
（12.1％）
19億7,412万円

その他（8.8％）
14億4,586万円

自主財源
 66.0％

　
　

　　　　　　　
　　

 　
依
存
財
源
 3

4.0
％

前年度よりも１億 1,609
万円増額

平
成
26
年
度
決
算
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

一
般
会
計
の
歳
入
総
額
は
１
６
３
億
６
２
９
３
万
円
、

歳
出
総
額
は
１
５
６
億
８
５
７
１
万
円
で
し
た
。

　
決
算
概
要

　

一
般
会
計
の
歳
入
総
額
は

１
６
３
億
６
２
９
３
万
円
、
歳
出

総
額
は
１
５
６
億
８
５
７
１
万
円

と
な
り
ま
し
た
。
市
の
総
人
口
は

３
万
３
８
３
５
人（
３
月
31
日
時
点
）

で
、
市
民
１
人
当
た
り
約
46
万
円
が

使
わ
れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
翌
年

度
へ
の
繰
越
財
源
８
７
８
０
万
円

を
除
く
と
５
億
８
９
４
２
万
円
の

実
質
黒
字
と
な
っ
て
い
ま
す
。
た

だ
し
、
前
年
度
か
ら
の
純
繰
越
金

が
７
億
５
５
１
６
万
円
あ
る
こ
と

か
ら
、
単
年
度
の
収
支
と
し
て
は

１
億
６
５
７
４
万
円
の
赤
字
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
財
政
状
況
の
健
全
化
を
示
す
健
全

化
判
断
比
率
や
資
金
不
足
比
率
は
、

各
項
目
と
も
早
期
健
全
化
基
準
を
大

幅
に
下
回
っ
て
お
り
、
財
政
の
健
全

性
を
維
持
し
て
い
ま
す
。

　
歳　
入

　
歳
入
全
体
で
は
、
前
年
度
よ
り
も

１
億
１
６
０
９
万
円
増
額
と
な
り
ま

し
た
。
内
訳
は
、
市
で
賄
う
自
主
財

源
が
66・０
％
、国
や
県
な
ど
に
頼
っ

た
依
存
財
源
が
34
・０
％
で
す
。

　

自
主
財
源
の
う
ち
市
税
は
、
固

定
資
産
税
の
減
収
な
ど
に
よ
り
、

前
年
度
と
比
べ
２
億
１
５
０
５
万

円
減
額
の
81
億
３
０
２
７
万
円
と

な
り
ま
し
た
。
繰
入
金
は
、
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
音
声
告
知
装
置
な
ど

の
更
新
工
事
に
基
金
繰
入
金
を
充

て
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
前
年
度

よ
り
２
億
５
０
０
７
万
円
増
額
の

８
億
５
９
６
０
万
円
で
す
。

　
依
存
財
源
の
中
で
最
も
多
い
割
合

は
国
庫
・
県
支
出
金
で
、
歳
入
全
体

の
21
・７
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
歳　
出

　
歳
出
全
体
で
は
、
前
年
度
よ
り
も

２
億
８
５
４
１
万
円
増
額
と
な
り
ま

し
た
。
主
な
要
因
は
、
土
木
費
の
増

額
で
、
市
道
整
備
や
街
路
整
備
の
工

事
費
な
ど
が
増
加
し
た
こ
と
に
よ

り
、
前
年
度
よ
り
４
億
５
４
９
１
万

円
増
額
の
21
億
７
７
４
６
万
円
と
な

り
ま
し
た
。

　

平
成
26
年
度
の
主
要
な
事
業
の

決
算
額
は
、
景
気
対
策
事
業
と
し

て
実
施
し
た
御
前
崎
市
子
育
て

世
帯
臨
時
給
付
金
に
１
４
１
４
万

円
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金
に

１
１
６
２
万
円
、
住
宅
取
得
補
助

金
に
３
４
５
５
万
円
、
原
子
力
災

害
対
策
施
設
の
整
備
や
既
存
の
地

域
防
災
計
画
を
見
直
す
災
害
対
策

事
業
に
２
億
９
８
２
９
万
円
な
ど

と
な
り
ま
し
た
。

財
政
の
健
全
性
を
維
持
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■市の財政状況
健全化判断比率� 単位：％

区　　分 実質赤字 連結実質赤字 実質公債費 将来負担
市の比率 － － 1.7 －
早期健全化基準（黄色信号） 13.32 18.32 25.0 350.0
財政再生基準（赤信号） 20.0 30.0 35.0

※赤字がないため、実質赤字、連結実質赤字とも「－」の表示。

資金不足比率� 単位：％

区　　分 水道事業 病院事業 下水道事業 農業集落
排水事業

市の比率 － － － －
経営健全化基準 20.0

※市の公営企業会計は、資金不足額がないため「－」の表示。

■各会計決算総括表� 単位：万円
区　　　　　　　　　分 歳 入 （Ａ） 歳 出 （Ｂ） 差 引 （Ａ）－（Ｂ）

一 般 会 計 1,636,293 1,568,571 67,722
特　
別　
会　
計

国 民 健 康 保 険 406,034 374,603 31,431
後 期 高 齢 者 医 療 保 険 28,795 28,006 789
介 護 保 険 247,090 238,570 8,520
農 業 集 落 排 水 事 業 34,494 33,329 1,165
下 水 道 事 業 65,309 64,377 932
工 業 団 地 建 設 事 業 6 0 6

企
業
会
計

水道事業 収 益 的 収 支 103,644 102,062 1,582
資 本 的 収 支 7,663 34,991 △ 27,328

病院事業 収 益 的 収 支 430,163 466,131 △ 35,968
資 本 的 収 支 21,570 52,073 △ 30,503

合　計 2,981,061 2,962,713 18,348

歳出 156億8,571万円

■経常的経費（67.5％）
　105億8,944万円
■投資的経費（18.4％）
　28億9,183万円
■その他経費 (14.1％）
　22億444万円

前年度よりも２億 8,541
万円増額

歳出
156億
8,571万円

議会費（0.9％）
１億4,398万円

総務費（13.9％）
21億8,517万円

衛生費（18.1％）
28億3,914万円

民生費（20.5％）
32億1,769万円

労働費（0.0％）
675万円

災害復旧費（0.0％）
243万円

教育費（14.9％）
23億3,149万円

消防費（6.9％）
10億7,863万円

土木費（13.9％）
21億7,746万円

商工費（1.9％）
３億18万円

農林水産費（5.4％）
８億4,781万円

公債費（3.3％）
５億1,970万円

諸支出金（0.2％）
3,528万円

目的別

人件費（16.6％）
26億76万円

公債費（3.3％）
５億1,970万円

扶助費（12.0％）
18億7,774万円

補助費など（17.0％）
26億6,529万円

性質別
物件費（18.0％）
28億3,289万円

維持補修費
（0.6％）
9,306万円

普通建設事業費
（18.4％）
28億8,940万円

災害復旧費
（0.0％）
243万円

繰出金（9.8％）
15億3,112万円

積立・貸付・出資金（4.3％）
６億7,332万円

歳出
156億
8,571万円
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■人件費（平成27年度一般会計予算額）
市全体の歳出額（Ａ） 人件費（Ｂ） 人件費率（Ｂ / Ａ）
171億1,000万円 28億7,440万円 16.8％

※人件費には、特別職（市長・市議会議員・行政委員など）に支給される給料、
報酬などが含まれています。

■給与（平成27年度一般会計予算額）

職員数
（Ａ）

給　　　与　　　費 １人当たり
の給与費

（Ｂ / Ａ）給　料 職員手当 期末勤勉手当 計（Ｂ）

369人 12億
5,591万円

２億
2,328万円

４億
7,262万円

19億
5,181万円 529万円

※病院、水道、下水道事業会計および学校組合会計は含まれていません。
※職員手当は、扶養、住居、通勤、管理職、時間外勤務手当などです。退職手

当と共済費は含まれていません。

■初任給の状況
区　　　分 御 前 崎 市 静　岡　県 国
一
般
行
政
職

大学卒 174,200円 180,800円 174,200円
短大卒 154,800円 160,700円 154,800円
高校卒 142,100円 146,500円 142,100円

■経験年数別・学歴平均給料月額
年数 \ 区分 大　　学　　卒 高　　校　　卒
10年～14年 264,500円 244,800円
15年～19年 322,100円 270,900円
20年～24年 360,700円 322,500円

■平均給料・給与月額と支給される平均年齢
区　　　分 一 般 行 政 職 技 能 労 務 職

平均給料月額 314,600円 207,700円
平均給与月額 367,300円 240,600円
平 均 年 齢 41.6歳 35.6歳

※給与は給料に職員手当を含んでいます。

給与水準は、ラスパイレス指数（国家
公務員の給与を100とした場合に、市
職員の給与がどの程度になるかを示し
たもの）によって表されます。平成25
年度は、国家公務員の時限的な（平成
24年４月１日 ～ 平 成26年３月31日）
給与改正特例法による減額措置がない
場合の値です。

区　分 指　数
国 100.0

静 岡 県 102.7
御前崎市 97.5

平成25年度

100

0
御前崎市

平成26年度

類似団体
の平均

全国の
市平均

平
成
27
年
4
月
１
日
時
点
の

御
前
崎
市
職
員
の

給
与
と
各
種
手
当
の
状
況
を
公
表
し
ま
す

照会　総務課
☎ 0537 � 1132

97.5

95.9

96.8

96.8

98.6

98.5

※類似団体の平均とは、人口規模や産業構造が類似している団体のラスパイ
レス指数を単純平均したものです。

■給与水準およびラスパイレス指数
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salary&personnel organization of omaezaki city
2015.4.1 Now

■特別職等の報酬などの状況

区　分 支給額
期末手当

６月期 12月期 合　計

給
料（
月
額
）

市 長 860,000円
1.975
月分

2.125
月分

4.100
月分

副市長 680,000円
教育長 610,000円

報
酬（
月
額
）

議 長 390,000円
1.475
月分

1.625
月分

3.100
月分

副議長 330,000円
議 員 300,000円

■職員の手当の状況
▪期末・勤勉手当

区　分 ６月期 12月期 合　計

期末手当 1.225月分 1.375月分 2.600月分

勤勉手当 0.750月分 0.750月分 1.500月分

計 1.975月分 2.125月分 4.100月分

▪扶養・住居・通勤手当
支給内容 支給金額

扶養手当

配偶者 13,000円

扶養親族 6,500円
配偶者がいない場合

（扶養親族のうち１人のみ） 11,000円

満16歳に達する年度初めから満22歳の
年度末までの子について5,000円加算

住居手当 借家
（家賃月額12,000円を超える場合）

限度額
27,000円

通勤手当 片道２㎞以上（通勤距離による） 2,000～
31,600円

▪退職手当
区　分 勤続20年 勤続25年 勤続35年 最高限度

自己都合 20.445月分 29.145月分 41.325月分 49.590月分

定　年 25.55625
月分

34.5825
月分 49.590月分 49.590月分

■部門別職員数
区分 一般行政 特別行政 公営企業等

合計
部門 議会 総務

企画 税務 民生 衛生 農林
水産 商工 土木 小計 教育 小計 消防 水道 下水

道
国保
介護 病院 小計

H27 ４ 65 18 79 15 11 ７ 26 225 80 80 60 ７ ６ 11 277 361 666
H26 ４ 63 18 75 14 11 ５ 25 215 80 80 55 10 ６ 11 274 356 651
増減 ０ ２ ０ ４ １ ０ ２ １ 10 ０ ０ ５ △３ ０ ０ ３ ５ 15

■一般職員の級別職員数
区　分 ７級 ６級 ５級 ４級 ３級 ２級 １級

計標 準 的 な
職 務 内 容 部　長 課　長 課 長 補 佐 係 長

総 括 主 任 主　任 主　査 主 事
主 事 補

職 員 数 ８人 21人 31人 48人 60人 16人 22人 206人
構 成 比 3.9％ 10.2％ 15.0％ 23.3％ 29.1％ 7.8％ 10.7％ 100％
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緑茶の効能でがん予防
御前崎市地域医療を育む会の第１回勉強会が８月

29日、原子力広報研修センターで開催され、市民ら
約100人が参加しました。市立御前崎総合病院の鮫
島庸一医師が緑茶の効能について講演し、「１日に６
杯のお茶を飲もう」と呼び掛けました。

白小プール工事の安全を祈願
白羽小学校のプール新築工事安全祈願祭が９月１
日、同校で実施されました。雨のため、神事は体育
館で執り行われ、石原市長は「児童が道路を渡らず
にプールに行けることで、安全につながる」とあい
さつしました。

小野田茂喜さんに叙勲伝達
８月１日付けで高齢者叙勲「瑞宝双光章」を受章し
た小野田茂喜さん（女岩区）への叙勲伝達式が９月１
日、市役所で行われました。小野田さんは、1950
年から38年間にわたって教員を務め、退職後は旧
御前崎町の教育長として教育に尽力されました。

世界の舞台で自分を試す
ウインドサーフィンの世界大会「アロハクラシッ
ク2015」に出場する、御前崎中学３年の石井孝

たか
良
ら

さん（大山区）が９月１日、市役所を訪れ、石原市長
に出場の意気込みを語りました。21歳以下クラスの
代表としては、国内で初めての出場です。

屋台や電装設備などを整備
大山区町内会では本年度、宝くじの助成金を活用
し、屋台上部の造形や山車電装設備などを整備しま
した。㈶自治総合センターでは、社会貢献広報事業
として宝くじ収益金の一部を活用し、地域社会の発
展と住民福祉向上のための事業を展開しています。

山下恭平さんの長寿を祝う
９月22日に100歳の誕生日を迎えた山下恭平さ
ん（早苗町）を９月28日、石原市長が訪ね、祝い状
や花束を贈りました。毎日三食しっかり食べるとい
う恭平さんは「長生きの秘

ひ

訣
けつ

は、お酒を飲まず、た
ばこも吸わなかったこと」と笑顔で話しました。
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ぷるるで記念セレモニー
入場者が250万人を達成

市民プール「すいすいパークぷるる」の入場者数が
250万人に達し９月６日、記念セレモニーが開かれ
ました。記念すべき250万人目の来場者となったの
は、渡辺秀明さん（菊川市）とそのご家族。石原市長
と一緒にくす玉を割って節目を祝うと、花束や記念
品などが手渡されました。1998年７月の開館から
17年２カ月で到達した250万人という数字に、石
原市長は「さらなるサービス向上を」と話しました。

市政懇談会を各地で実施
未来の御前崎市について考える

平成27年度市政懇談会タウンミーティングが９
月５日、池新田公民館で開催されました。石原市長
から市政報告があった後、現在策定中の「第２次御
前崎市総合計画」について、参加した市民と地域の
課題やその課題の解決方法などさまざまな意見や提
案などを話し合いました。今後、タウンミーティン
グは11月まで各地区単位で順次開催され、その内
容は広報紙でお知らせする予定です。

敬老会で長寿を祝う
平成27年度御前崎市敬老会が９月20日、市民会
館で開催されました。本年度の敬老会は午前、午後
に分けて実施され、77歳以上の対象者の内312人が
参加し、長寿の祝福を受けました。式典では、参加
者を代表して沖誠さん（塩原）と下島隆さん（新野西）
が「これからも元気で毎日を過ごしていきたい」と力
強く謝辞を述べました。式典後は、江戸曲ごまや歌
謡ショーなどで、会場は大変盛り上がりました。

いつまでもお元気で健康に

　御前崎市ご当地グルメ検討委員会は、９月25日か
ら27日まで東京ビッグサイトで開催された「全国ご
当地どんぶり選手権予選会」に「夢咲牛ローストビー
フハヤシ丼」を出品しました。これは「遠州夢咲牛」
のローストビーフをぜいたくに使用したハヤシライ
スのどんぶりで、３日間を通じて2013杯を販売し、
見事予選を突破しました。今後は、平成28年１月
に開催される本選に出場します。

御前崎のご当地丼が
　全国予選会を突破！

このどんぶりは、11月の

大産業まつりで販売します！

夢咲牛ローストビーフ

 
ハヤシ丼
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ふ化したアカウミガメの受け入れ式が、40年近く子
ガメの飼育活動に取り組む御前崎小学校で実施されま
した。本年は、御前崎海岸に上陸・産卵するアカウミ
ガメが激減。飼育を担当する４、５年生約80人は、市
ウミガメ保護監視員６人から貴重な25匹の子ガメを
託されると「大切に育てていきたい」と約束しました。

伝統を引き継ぎ命をつなぐ

◀ウミガメ保護監視員から子ガメの扱い方を教わる児童

９/18

遠州七不思議の一つであり、県の無形民族文化財に
指定されている「桜ケ池納

のう
櫃
ひつ
祭」が、池宮神社で開催さ

れました。これは約840年続く奇祭で、14人の氏子が
奉納された70櫃を一つずつ池の中央へと運び、底へ
沈めて五穀豊

ほう
穣
じょう
を祈願しました。お櫃が沈められる度、

来場者から拍手が送られました。

龍神へ赤飯を供える納櫃祭

◀立ち泳ぎで赤飯が詰まったお櫃を運ぶ

９/23

「女性のための防災・減災リーダー養成講座」が原子
力広報研修センターで開催されました。この講座は、
女性が積極的に防災・減災の場に参画できるようにと
３年前から開催されています。今回は、市内外から約
60人が参加して、災害時の女性の避難生活や支援物
資などの問題について知識を深めました。

違いに配慮した支援を論考

◀性別や立場別に避難所で必要なものについて意見を出し合う

９/26、27

松林久次さん（上岬区）のブドウ園で、浜岡保育園と
さくらこども園の年長園児がブドウ狩りを体験しまし
た。この体験は、「地域の子どもたちにブドウ狩りを楽
しんでほしい」という松林さんの善意で毎年実施され
ており、園児たちは大きなブドウを頬張ると「甘くて
おいしい」と満面の笑みを見せました。

あま～い秋の味覚を楽しむ

◀大きな実が付いたブドウに大満足の園児たち

９/28

OMAEZAKI 8



まちかど探訪
-Event of omaezaki-

環境保全の大切さや海藻の役割などを楽しみながら
学んでもらおうと「海藻おしば教室」が白羽小学校で開
催され、４年生52人がポストカード作りに挑戦しまし
た。児童たちは、赤や緑色の10種類の海藻を押し花
のように台紙に貼り付けて思い思いのデザインを表現
し、おしば作りを通して海や海藻の知識を深めました。

海藻を通じて海環境を学ぶ

◀色取り取りの海藻を組み合わせて魚や草木を表現

９/３

第12回御前崎市民ゴルフ大会が、静岡カントリー
浜岡コースで開催されました。参加者162人は、日頃
の練習で磨いた腕前を披露しながら、秋空の下プレー
を楽しみました。【優勝】グランドシニア：青山善治さ
ん（高森町）、シニア：田中利夫さん（高森町）、一般：
松下正昭さん（東町）、レディス：沢入千春さん（東町）

秋空の下でナイスショット

◀華麗なスイングを披露しスポーツの秋を楽しむ

９/23

年中行事を伝える会や伝統文化こども茶道教室など
が主催の「第12回お月見の会」が、丸尾記念館で開催
されました。同会のメンバーがお点前を披露して、来
館者に抹茶を振る舞いました。雲間に見え隠れする月
を眺めながら、来館者らはあんどんの柔らかい光がと
もる中、琴の演奏とお茶を楽しみました。

風情と文化を五感で味わう

◀幻想的な雰囲気の中、お点前を披露

12月に開催される「第16回しずおか市町対抗駅伝」
に向けて、御前崎市駅伝チームが浜岡総合運動場で代
表選手選考会を実施しました。小学生から一般まで約
50人の候補選手の中から20人の代表選手を選ぶ重要
な選考会。参加者たちは練習の成果を存分に出し切っ
て、代表入りを目指し、タイムを競いました。

代表目指しベストを尽くす

◀１秒でもタイムを縮めようと全力を尽くす

９/23

９/26
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照　会　社会教育課　☎０５４８�１１２９

　
中
部
電
力
で
は
9
月
25
日
、
本

店
や
支
店
、
浜
岡
原
子
力
発
電
所

か
ら
約
９
０
０
人
が
参
加
す
る
全

社
防
災
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
浜
岡
原
子
力
発
電
所
で
は
、
安

全
性
向
上
対
策
工
事
完
了
後
、
4

号
機
が
運
転
し
て
い
る
状
態
で
大

き
な
地
震
が
発
生
し
、
原
子
炉
が

自
動
停
止
す
る
想
定
で
訓
練
が
開

始
さ
れ
ま
し
た
。

　
緊
急
時
対
策
所
に
参
集
し
た
災

害
対
策
要
員
約
３
８
０
人
は「
情

報
戦
略
班
」「
復
旧
班
」
な
ど
の
各

機
能
班
に
分
か
れ
、
中
央
制
御
室

の
運
転
員
と
連
絡
を
取
り
合
い
、

原
子
炉
の
状
態
や
放
射
性
物
質
の

放
出
に
つ
い
て
情
報
を
収
集
す
る

と
と
も
に
、
原
子
力
規
制
庁
な
ど

へ
の
通
報
連
絡
や
復
旧
対
策
の
検

討
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
建
屋
内
の
設
備
が
故
障

し
て
も
、
原
子
炉
を
冷
や
す
た
め

の
機
能
を
確
保
す
る
た
め
に
、
可

搬
型
の
取
水
ポ
ン
プ
車
・
注
水
ポ

ン
プ
車
を
出
動
さ
せ
、
復
旧
対
策

の
手
順
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

埋蔵文化財包蔵地
横舟西之谷遺跡

明治35年10月11日、小笠郡朝比奈村横舟の畑で、
深さ約35㌢の地中から木箱のようなものに入った約
600㌔㌘（約20万枚）の古銭が発見されました。その
後、多くの銭貨が散り散りになり、現在は1708枚が
残っています。その内935枚は、わらなどの植物繊
維のひもに通された状態で保存されていました。

この大量埋蔵銭は、五
ご

銖
しゅ

( 後漢 :24年 ) から至
し

大
だい

通
つう

寶
ほう

( 元 :1310年 ) までの中国や朝鮮からの渡来銭を
主体とした中世の埋蔵銭です。最新銭の至

し
大
だい

通
つう

寶
ほう

は
元の銭貨で、その初鋳造年が1319年であることから、
14世紀後半から15世紀前半に埋蔵されたと考えられ
ます。静岡県下の大量埋蔵銭としては古い時期に埋
蔵されたものの一つであり、最古銭の五

ご
銖
しゅ

は静岡県
下出土の中世埋蔵銭として、他に検出例がありませ
ん。また、「しかみぜに」と呼ばれる鋳造時にゆがんだ
エラー銭や、流通の過程で小穴を開けたり切り込み
を入れたりした銭貨、周縁が削られた磨

ま
輪
りん

銭
せん

も出土
しています。

防
災
訓
練
を
実
施

　
復
旧
対
策
の
手
順
を
確
認

約600㌔の大量埋蔵銭が出土

横
舟
川

横舟西之谷遺跡
●

朝比奈公民館◦

北こども園◦

朝比奈川

市内
新野地区

※埋蔵銭の(　)内は、国名とその貨幣の初鋳造年です。

▲横舟西之谷遺跡出土銭 ▲五
ご
銖
しゅ
(後漢:24年)
　最古銭

可搬設備（注水ポンプ車）出動の様子

緊急時対策所（情報戦略班）の様子
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問い合わせ　都市建設課　☎０５３７�１１２２

通行の障害となる樹木は所有者が責任を持って伐採しましょう

Omaezaki City Information

11月は児童虐待防止推進月間です

問い合わせ　こども未来課　☎０５３７�１１２０

02

01

平
成
27
年
度
児
童
虐
待

�

防
止
推
進
月
間
標
語

『「
も
し
か
し
て
」�

　
　
あ
な
た
が
救
う�

�

小
さ
な
手
』

児
童
虐
待
は
社
会
全
体
で
解

決
す
べ
き
問
題
で
す
。
虐
待
を

受
け
た
と
思
わ
れ
る
子
ど
も
を

見
つ
け
た
と
き
や
出
産
、
子
育

て
に
悩
ん
だ
と
き
は
、
児
童
相

談
所
や
市
役
所
こ
ど
も
未
来
課

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
連
絡
・

相
談
は
、
匿
名
で
も
か
ま
い
ま

せ
ん
。
連
絡
内
容
に
関
す
る
秘

密
は
守
り
ま
す
の
で
ご
安
心
く

だ
さ
い
。

児
童
虐
待
と
は
、
次
の
よ
う

な
行
為
で
す
。

【
身
体
的
虐
待
】

殴
る
、
蹴
る
、
た
た
く
、
投

げ
落
と
す
、激
し
く
揺
さ
ぶ
る
、

や
け
ど
を
負
わ
せ
る
、
溺
れ
さ

せ
る
な
ど

【
揺
さ
ぶ
ら
れ
症
候
群
】

乳
児
の
身
体
を
大
き
く
揺
す

る
な
ど

※
頭（
脳
や
網
膜
）に
損
傷
を
受

け
、
重
い
障
害
が
残
っ
た
り

命
を
落
と
し
た
り
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
何
を
や
っ
て

も
赤
ち
ゃ
ん
が
泣
き
や
ま
な

い
と
き
は
、
赤
ち
ゃ
ん
を
安

全
な
と
こ
ろ
に
寝
か
せ
て
そ

の
場
を
少
し
離
れ
、
ま
ず
自

分
を
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
ま

し
ょ
う
。

【
性
的
虐
待
】

子
ど
も
へ
の
性
的
行
為
、
性

的
行
為
を
見
せ
る
、
ポ
ル
ノ
グ

ラ
フ
ィ
の
被
写
体
に
す
る
な
ど

【
ネ
グ
レ
ク
ト
】

家
に
閉
じ
込
め
る
、
食
事
を

与
え
な
い
、
ひ
ど
く
不
潔
に
す

る
、自
動
車
の
中
に
放
置
す
る
、

重
い
病
気
に
な
っ
て
も
病
院
に

連
れ
て
行
か
な
い
な
ど

【
心
理
的
虐
待
】

言
葉
に
よ
る
脅
し
、
無
視
、

き
ょ
う
だ
い
間
で
の
差
別
的
扱

い
、
子
ど
も
の
目
の
前
で
家
族

に
対
し
て
暴
力
を
振
る
う（
ド

メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン

ス
：
Ｄ
Ｖ
な
ど
）

児
童
虐
待
か
と
思
っ
た
ら

「
虐
待
か
も
」
と
思
っ
た
ら
、

児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ

ル「
１
８
９
」へ
す
ぐ
に
お
電
話

く
だ
さ
い
。あ
な
た
の
一
言
が
、

子
ど
も
た
ち
を
虐
待
か
ら
救
う

き
っ
か
け
に
な
り
ま
す
。

道
路
上
に
張
り
出
し
た
樹
木

な
ど
は
、
台
風
な
ど
の
大
雨
や

風
の
影
響
で
伸
び
た
枝
が
折

れ
、
垂
れ
下
が
る
な
ど
、
歩
行

者
や
自
動
車
の
通
行
の
妨
げ
に

な
り
ま
す
。
ま
た
、
張
り
出
し

た
樹
木
が
通
行
者
の
視
界
を
遮

り
、
道
路
標
識
や
カ
ー
ブ
ミ

ラ
ー
な
ど
が
見
え
に
く
く
な
る

こ
と
で
、
交
通
事
故
の
原
因
と

な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

私
有
地
か
ら
張
り
出
し
た
樹

木
な
ど
は
、
原
則
と
し
て
土
地

所
有
者
の
管
理
物
で
す
。
行
政

が
勝
手
に
伐
採
や
剪せ
ん
定て
い
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
た
め
、
そ
の
維

持
管
理
は
土
地
所
有
者
の
義
務

と
な
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
道
路
に
隣
接
す

る
私
有
地
か
ら
張
り
出
し
た
樹

木
な
ど
が
原
因
で
事
故
が
発
生

し
た
場
合
は
、
土
地
所
有
者
の

賠
償
責
任(

※
１)

を
問
わ
れ

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

交
通
事
故
や
物
損
事
故
を
未

然
に
防
止
し
、
安
全
に
道
路
を

通
行
で
き
る
よ
う
、
樹
木
な
ど

の
適
正
な
管
理
に
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
１(

民
法
７
１
７
条
、
土
地

の
工
作
物
の
占
有
者
お
よ
び

所
有
者
の
責
任)
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おだ　なぎさ（17・上岬区）
清流館高校３年。県大会優勝は同高
校で初の快挙。得意種目は跳馬。

県
大
会
を
制
し
国
体
へ
！

平
成
27
年
の
夏
、
体
操
の
全
国

高
校
総
体
静
岡
県
予
選
を
準
優
勝

し
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
へ
出
場
し
た

小
田
凪
紗
さ
ん
。
体
操
競
技
は
、

跳
馬
、段
違
い
平
行
棒
、平
均
台
、

床
運
動
の
４
種
目
で
競
わ
れ
る
。

中
学
生
の
頃
か
ら
東
海
大
会
へ
出

場
す
る
な
ど
、
活
躍
が
目
立
っ
て

い
た
凪
紗
さ
ん
は
、
国
体
予
選
で

あ
る
県
大
会
で
も
優
勝
と
い
う
輝

か
し
い
成
績
を
残
し
、
念
願
だ
っ

た
国
体
出
場
を
果
た
し
た
。

体
操
は
生
活
の
一
部

物
心
つ
い
た
頃
に
は
体
操
を

や
っ
て
い
た
と
い
う
凪
紗
さ
ん
。

「
体
操
は
体
操
選
手
に
し
か
で
き

な
い
技
が
で
き
た
時
に
感
じ
る
達

成
感
が
た
ま
ら
な
い
」
と
魅
力
を

語
る
。２
歳
で
市
内
の
体
操
教
室

へ
通
い
始
め
、６
歳
で
週
３
日
、

小
学
校
高
学
年
に
な
る
と
週
６
日

の
ハ
ー
ド
な
練
習
を
こ
な
し
、
技

を
磨
い
て
き
た
。「
幼
い
頃
か
ら
体

操
を
す
る
の
が
当
た
り
前
だ
っ

た
。体
操
は
生
活
の
一
部
だ
っ
た
」

と
笑
顔
で
話
す
。

し
か
し
、
中
学
２
年
の
時
、
練

習
中
に
足
を
骨
折
し
、１
年
間
に

２
度
の
手
術
を
必
要
と
し
た
大
き

な
け
が
に
見
舞
わ
れ
た
。「
体
操
を

や
め
よ
う
と
思
っ
た
こ
と
も
あ
っ

た
け
れ
ど
、
家
族
の
応
援
や
コ
ー

チ
、
仲
間
に
支
え
ら
れ
、
体
操
を

続
け
る
こ
と
が
で
き
た
」
と
当
時

を
振
り
返
っ
た
。

有
終
の
美
を
飾
る

け
が
か
ら
復
活
し
た
凪
紗
さ
ん

は
、
高
校
入
学
後
、
全
国
高
校
総

体
な
ど
の
全
国
大
会
に
3
年
連
続

で
出
場
す
る
ほ
ど
の
技
術
を
身
に

つ
け
た
。「
国
体
と
い
う
大
舞
台
で

演
技
を
し
た
い
」
と
い
う
目
標
を

胸
に
努
力
を
重
ね
、
そ
の
結
果
、

高
校
最
後
の
大
会
と
な
っ
た
国
体

予
選
で
優
勝
。
悲
願
の
国
体
出
場

を
決
め
た
。「
本
番
で
は
ミ
ス
も
な

く
、
悔
い
の
な
い
最
高
の
演
技
が

で
き
た
」と
思
い
返
し
た
。

凪
紗
さ
ん
の
生
活
の
多
く
を
体

操
が
占
め
て
い
た
よ
う
で「
国
体

が
終
わ
り
、
急
に
時
間
に
余
裕
が

で
き
て
変
な
感
じ
」
と
笑
っ
た
。

「
体
操
を
続
け
て
き
て
、
つ
ら
い

こ
と
や
悔
し
い
こ
と
が
た
く
さ
ん

あ
っ
た
け
れ
ど
、
す
べ
て
が
良
い

経
験
だ
っ
た
。
家
族
や
多
く
の
良

い
指
導
者
の
お
か
げ
で
、
体
操
に

打
ち
込
め
た
こ
と
に
感
謝
し
た

い
」
と
16
年
間
の
体
操
人
生
を
振

り
返
っ
た
。

今
後
も
彼
女
の
活
躍
に
期
待
し

た
い
。

小お

田だ 

凪な
ぎ

紗さ 

さ
ん

体
操
で
国
体
出
場
を
つ
か
み
取
っ
た

静岡新聞６月15日掲載
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団
結
力
を
地
域
防
災
力
へ

第
35
回
静
岡
県
消
防
操
法
大

会
が
９
月
13
日
、
静
岡
県
消
防

学
校（
静
岡
市
）
で
開
催
さ
れ
、

県
内
10
支
部
か
ら
１
１
０
人
の

代
表
選
手
が
出
場
し
ま
し
た
。

本
市
か
ら
も
、
小
笠
支
部
代
表
と

し
て
５
人
の
団
員
が
ポ
ン
プ
車
操
法

の
部
へ
出
場
し
、
機
敏
か
つ
正
確
な

動
き
を
披
露
し
ま
し
た
。

控
選
手
を
含
め
た
団
員
12
人
は
、

市
内
各
分
団
か
ら
選
抜
さ
れ
、
今
大

会
に
向
け
て
７
月
中
旬
か
ら
練
習
を

開
始
。
夜
７
時
に
は
集
合
し
て
、
家

族
や
各
分
団
員
に
支
え
ら
れ
な
が
ら

「
悔
い
の
な
い
訓
練
を
」と
厳
し
い
練

習
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

競
技
が
始
ま
る
と
、
応
援
に
駆
け

付
け
た
団
員
や
家
族
ら
が
熱
い
視
線

と
声
援
を
送
り
、
選
手
た
ち
は
見
え

な
い
力
を
揺
る
ぎ
な
い
力
に
変
え
て

練
習
の
成
果
を
出
し
切
り
ま
し
た
。

残
念
な
が
ら
入
賞
は
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
一
致
団
結
し
た
堂
々
た

る
操
法
に
、
会
場
中
か
ら
盛
大
な
拍

手
が
沸
き
起
こ
り
ま
し
た
。

【撮影協力：菊川市、牧之原市】

一
致
団
結

　
魅
せ
た
消
防
魂

�

～
第
35
回
静
岡
県
消
防
操
法
大
会
～

1

2

6

7

4

3

5

8

1選手たちの胸の高鳴りとは反対
に、会場は緊張感が張り詰めた2水
圧に耐えながら火点を狙う3心を一
つに健闘を誓う4水圧を調整しなが
ら隊の状況に気を払う5息の合った
吸管伸長6的確な指示を出す7火点
へ向けて１秒でも速く8大会に向け
共に修練を積んできた団員たち
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人　口 33,680（ー22）
男　 17,034（ー９）
女　 16,646（ー13）
世帯数 11,849（＋３）

（平成27年９月末日現在の速報値）

浜岡北小学校５年生34人
が９月28日、あらさわふる
里公園で稲刈りを体験しまし
た。前日の雨で地面がぬかる
む中、児童らは鎌を手に、刈
り取り方を教わりながら黄金
色に実った稲を収穫しまし
た。泥だらけになりながらも

「大変だけどやりがいがあっ
た」と収穫を楽しみました。

　先日、「いつにも増してきれ
いな満月だな」と思い、家に
帰ってから望遠鏡を引っ張り
出して天体観測をしました。
まぶしくてずっと見ていられ
ないほど、キラキラと輝いて
いた満月が、スーパームーン
だったことは翌朝に知りまし
た（笑）月と地球が接近して、
大きく明るく見えるスーパー
ムーン。次に見られるのは、
来年の11月14日だそうで
す。写真に撮って後で見返す
のも楽しいですが、一度しか
ない瞬間をしっかりと目に焼
き付けておきたいですね。�H

平成27年11月30日までに実行
した融資、30万円以上の設備、
設備近代化資金・設備貸与制度
の対象設備と店舗

対象限度額　5000万円以内
利子補給期間　５年以内
受付期間　平成28年１月４日㈪
 ～15日㈮
照　会　商工観光課
　☎０５３７�１１３５
　商工会
　☎０５３７�２１４６
　

年末調整・個人青色申
告決算等説明会を開催
日　時　11月20日㈮
▶年末調整等説明会
　13時～14時50分
▶個人青色申告決算等説明会
　15時～16時15分
場　所　菊川文化会館アエル 大ホール
※個人青色申告者で源泉徴収義務

者は、「年末調整等説明会」もご
利用ください。

照　会　掛川税務署
　年末調整関係☎０５３７�５２８４
　法定調書関係☎０５３７�５１４３
　個人青色申告決算関係☎０５３７�５１４４

募　集 
invite information

介護について理解を深
め正しく学びませんか
　ベッド上の介護について、実技
を交えて学びましょう。
日　時　11月10日㈫
　　　　13時30分～15時
場　所　市立御前崎総合病院２階講堂
内　容　ベッド上の介護（おむつ

の当て方・交換方法、起き上が

り方など）について学ぶ
対　象　介護をしている人、介護

に関心のある人
参加費　無料※要申込（定員にな

り次第締め切り）
申し込み・照会　高齢者支援課
　☎０５３７�１１６７

平成28年度の放課後児
童クラブ利用者を募集
対　象
平成28年度に小学1～6年生にな
る児童で、保護者が就労などによ
り昼間面倒をみる人がいない児童
開設時間
・登校日　放課後～17時30分
・学校休業日　７時30分～17時30分
受付期間　11月2日㈪～30日㈪
提出場所　こども未来課
提出書類　申込書、勤務証明書など
※申込用紙は、10月13日㈫からこ

ども未来課、社会福祉協議会、
各クラブで配布。市ホームペー
ジからもダウンロード可能。

申し込み・照会　こども未来課
　☎０５３７�１１２０

運動教室に参加して 
健康作りにチャレンジ
　健康と長寿についての話やノル
ディックウオーキング、自分の体
重を利用したストレッチなど、新
しい運動に挑戦する「チャレンジ
運動教室」を開催します。お友達
やご夫婦で参加してみませんか。
日　時　11月17日㈫、24日㈫
　　　　19時～21時
場　所　池新田公民館
対　象　市内在住の50歳～70歳

代の人（定員30人）
参加費　無料
申込締切　11月6日㈮
申し込み・照会　高齢者支援課
　☎０５３７�１１１８

11月は
「計量強調月間」です
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お知らせ 
information

11月25日は全国一斉 
Ｊアラート伝達試験
　全国瞬時警報システム（Ｊアラ
ート）による緊急情報の伝達試験
を実施します。これは、地震・津
波や武力攻撃などの発生時に、国
から発信される緊急情報を確実に
伝えるための訓練です。
日　時　11月25日㈬
　11時頃、同報無線の試験放送
　を実施します。
照　会　防災課
　☎０５３７�１１１９

10月19日～25日は 
行政相談週間です
　行政への苦情、意見、要望など
を聴き、解決を手助けするのが、
総務大臣から委嘱を受けた「行政
相談委員」です。秘密は厳守され
ますのでお気軽にご相談くださ
い。（行政の仕事と関係ない問題は
行政相談の対象になりません。）
行政相談委員
▶御前崎地区　大澤幸子
　☎０５４８�２１４１
▶浜岡地区　藤永芳江
　☎０５３７�６０２３
特設相談日
①10月20日㈫13時30分～15時
　ふれあい福祉センター１階相談室
②10月22日㈭13時30分～15時
　浜岡福祉会館相談室
照　会　総務課
　☎０５３７�１１３２

高齢者のインフルエン
ザ予防接種について
対　 象　65歳 以 上 の 人、60～64

歳で身体障害者手帳１級に該当

する人
接種期限　平成28年１月31日㈰まで
自己負担金　1500円
※希望する人は、医療機関に予約

の上、予診票を持参して接種し
てください。（予診票は、各公民
館と市役所、支所、社会福祉協
議会（なごみ）、各医療機関に置
いてあります）

照　会　国保健康課
　☎０５３７�１１７１

県道掛川浜岡線が 
11月13日に開通します
　県道掛川浜岡線バイパスが開通
します。道路の切り替えのため、
付近を通過するときは安全運転を
お願います。なお、開通に先立ち
式典を開催します。
日　時　11月13日㈮
　式典…10時～　開通…14時 
路線名　県道掛川浜岡線
場　所　御前崎市池新田地内

照　会　袋井土木事務所
　☎０５３８�３２９２

臨時福祉給付金は 
11月４日までに申請を
　給付金対象の可能性がある人に
は、８月に緑色の封筒にて申請書を
送付しました。申請がお済みでな
い人は、至急申請をお願いします。
時　間　９時～16時
場　所　原子力広報研修センター
受付締切　11月4日㈬
 （郵送の場合は消印有効）
※締め切り日までに申請がない場

合は、いかなる理由であっても

辞退したものとみなしますので
ご注意ください。

照　会　福祉課給付金専用ダイヤル
　☎０５３７�７９１３

こころの健康講座「もっ
と自分を大切に」を開催
　「こころのケアについて」をテー
マとした、こころの講演会を開催
します。この機会に、自分のここ
ろの健康について一緒に考えてみ
ましょう。
日　時　11月８日㈰
　　　　13時開場　13時30分開演
場　所　原子力広報研修センター
講　師　田村祐樹医師（滋賀医科

大学非常勤講師、サイモント療
法認定トレーナー）

費　用　無料（定員100人）
申込締切　10月30日㈮
申し込み・照会　福祉課
　☎０５３７�１１２１

看護職を離職する場合
は届け出が必要です
　看護師などの人材確保を図るた
め、10月から新たな届け出制度が
始まりました。看護職有資格者が
現在の勤務先を退職する場合や、
看護学生が看護職員の免許取得後
すぐに業務に従事しない場合は、
照会先へご連絡ください。現在、
未就業の人も対象です。
照　会　静岡県ナースセンター
　☎０５４（２０２）１７６１

商工業振興に利子補給
制度を活用しよう
　金融機関から借入期間２年以上
の融資を受けて設備投資した商工
業者へ、利子補給を行います。
対　象　市内在住の御前崎市商工会員
対象設備　平成26年12月1日～

●御前崎市役所

↑浜岡中学校〈位置図〉

開通区間

国道150号線 ●八千代公園
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バランス朝ご飯

～赤・緑色の栄
養＋ 1品～

サケのみそマヨ
焼き ▶１人分=195kcal

赤：体をつくる　黄：エネルギーのもとになる　緑：体の調子を整える

生サケ�� �２切れ
キャベツ�� �１枚（50㌘）
モヤシ�� �１/３袋
マヨネーズ�� �大さじ３
みそ�� �大さじ２
バター�� �５㌘
ネギ�� �適宜
かつお節�� �適宜

材料（４人分）

}A

お子さんのかわいい笑顔を広報紙に掲載してみませんか。
対象：12月生まれの１～３歳児で本コーナーへ掲載されたことのない子
申込期間：11月９日㈪、10日㈫の２日間、８時15分～17時（応募多数の場合は写真が小さくなります）
申込先：市役所秘書政策課　☎０５３７�１１６１

CHECK

植
うえ

田
た

麻
ま

瑚
こ

ちゃん１歳
（佐倉三区）

増
ます

田
だ

新
あら

大
た

くん１歳
（白浜区）

池
いけ

田
だ

苺
り り あ

愛ちゃん２歳
（薄原区）

須
す

藤
どう

壱
いち

架
か

くん１歳
（白羽区）

赤
あか

堀
ほり

海
かい

成
せい

くん３歳
（下朝比奈）

10

鈴
すず

木
き

 凛
りん

ちゃん３歳
（佐倉二区）

1キャベツは一口大に切り、ネギは
小口切りにする。オーブントース
ターを予熱する。Aを合わせてタ
レを作る。

2アルミホイルにキャベツ、モヤシ
をのせ、その上にサケをのせてタ
レをかけ、上にバターを置く。（同
様に２切れ分作る）

3アルミホイルを閉じてオーブン
トースターで８分焼き、開いて焼
き色がつくまで２～３分焼く。

4ネギとかつお節を散らして完成。


